
者の僕が,遠い以前から僕を捕えてやま7■
‐
い聖フラ

ンチェスコのことを思いやちていたりしたからでも

なかつたのだろうが,あ るいはまた別に卒業論文な

るものを提出して,こ れで一応大学生活の一区切り

がついたからというわけでもなかつたのだろうが。

全ては昨日までと同じだし,全ては明日からも同じ

だろう。それでも,や っぱりあの提出日の雪の朝を

忘れることはないのかもしれないと思ったりもする。

でも夜と朝とが入れ替ってゆくのを眺めながら,ふ
と僕は一人笑っていた。別に僕の頭が疲労によって

腐ったわけではなく,あ の白い山並のむこうがもう

すっかり雪の中だろうと思うと,何だか急に笑わず

にはいられ r.‐ かったのだ。僕はその時,年の暮れて

ゆく夜急に雪が見たくなつたりして ,帰る心算も余

裕もr.‐ かったくせに,ふと故郷へ帰って行ったこと

を思い出していた。勿論,雪など降るはずもr■
‐
ぃと

いう天気予報を僕だって信 じていたのだが,何だか

急に雪の中を歩いてみたくなつたりした。バスに揺

られながら,酷 く重い僕の頭の中には幾つかの風景

がとぎれがちに明滅 していった。小さな街灯が浮ん

できたりもした。その街灯を右に曲がると,あ の見

慣れた街並がひっそりと眠っているに違いないのだ。

永い時の流れを刻み込んだ家並。それは降り積もっ

たばかりの雪を静かに纏っているのがいい。そして

幾つかの足跡だけを留めた細い道の両側に長く遠く

続いてゆくのだ。僕はその踏み残された純自の上を ,

両手をポケットに突込み/■
‐
がらゆっくりと歩いてゆ

くことにしよう。そして時折忘れかけていたように

舞い散る雪片に立ち止まりながらも,僕を待つ淡い

灯の下へとぎこちなく駆け出してゆくことにしよう。

でも,やはり雪は降 らr.‐ かった。そして僕も駆け出

せなかつた。僕は時力咳Jま れてゆく中で,珈琲碗の

暖もりをこごえた手の平に溶け込ませた。曇った窓

硝子を擦っては,眠 りかけた思い出を一つ一つ積み

卒 論 に つ い て の 思 い 出

社会文化  藤原 成幸

1月 6日 ,や つと卒業論文の清書が終わった。全

部で 200枚弱の原稿の東を見て思うことは,た だ

2つ の感情のみ,限 りなき充実感と限りなき寂 しさ。

やっと,ほんとうに終わった。また,こ れは大学生

活の終わりでもある。

『 飛翔 』の編集部の人に,卒論についての原稿依

重ねてみたかったのだ。歪んだ幾つかの顔が見えて

くる。書きたいことが,書かなくてはなら7■
‐
いこと

が,余 りにも多くあったのだ。でも僕はまだ余りに

も近すぎる。本当の卒業論文。僕はじっと待ってい

よう。夜の河を思い出したりした。夜の公園を思い

出したりした。そういえばあの雪の朝の河は美しか

った。朝の公園も清清 しかった。僕はもう鳩や雀が

この公園にやつてくる時亥」を知るようにまでr.‐ って

いる。それは僕の暮らした日々を僕に教えてもくれ

る。でも,も う今は鳩も雀もjHIを めざして飛んでい

ってしまった。ほら,も う少年も大に引っぱられる

ようにして夕暮れの中を駆け出してゆく。ころばな

いように気を付けて。僕はまた遠い日のことを考え

た。決 して立ち疎むのでは7■
‐
く,駆け出してゆくこ

と。一つの風景の中へと溶け込んでゆくこと。僕も

いつの日か少年のように駆け出してゆけるだろうか。

僕は遠い日のことを考える。一つの風景の中から僕

の言葉を刻み出してゆくこと。駆けてゆく少年の背

中が見えなくなる頃I僕はいつもの道を僕の部屋ヘ

と歩き出した。

ゎずかばかりの緑にも

日だまりと日かげとがある

ぃってはfA‐ らない真実をくわえ

見なれぬ小鳥がとんでゆく

  (K,Rに 。)

(追記)

卒論に就いて何か書けということだったので,自

由に書かせてもらいました。卒論の内容 /A‐ どという

ここに書く必要の全くない問題や,卒論の動機など

という幾ら考えても解るはずのない問題は,全て遠

慮させてもらい,卒論を書き終えた後のとりとめも

r■
‐
い個人的な感想を書かせてもらいました。尚,詩

は小椋桂の「 公園に来て 」に拠るものです。

頼を受けたのは昨年の暮れであった。第一期生であ

る私は,ま だこの学部報に一度も自分の意見など載

せたことがなかつた。まだまだ自己の意見が中途半

端で,だれにも伝える気がし7i‐ かつたからである。

今回の依頼にしても,シ ブシブお引き受けしたしだ

いである。良いものが書けない点は御容赦願いたい。

卒論に関しては,多 くの思い出が残っていると言

えよう。今終わった時点で考えてみると,学部時代

に残 し得た唯一のものであったと言っていいであろ
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卒論の題目設定が決定 したのは, 3年生の終わり

頃であった。それ以前からも,こ の題目にしようと

いった考えがあったから,早い時期の決定と言える。

その題目はF原子力発電の問題点 』である。少しジ

ヤ
=ナ リスティックな題目であつたが,問題点を明

確にわかり易 くするためには,それで構わないと思

った。 (こ の題目については,卒論に書いたことで

あるが,主 に私が広島出身であることと,私達が入

学 した時がエネルギー危機である所による。)

本格的な資料集めに入ったのは,4年生になつた

と同時だった。まず参考文献となり得るもので手に

入るものは買いあさった。購入できないもので重要

なものはコピーをした。その他 ,新聞記事の切り抜

きを少 し前から始めていたので,約 1年分の切り抜

き記事を持つに至った。おかげで,卒論にはかr■
‐
り

の金額をかけることとなつた。

本文の構想は,資料集めの途中から始めることに

なつた。各章ごとにどれだけの資料が集められるか

によって,章を完成させていこうと考え,章題目を

決定 したのである。最終的に,下書きの時期までに

十数章の題で集めていき,数 が少ないものはそれと

似かよった所に編入してゆき,資料が集められr■
‐
ぃ

ものは廃棄していった。その結果,約十章の区分が

出来ることに/3‐ った。

10月 頃から下書きを始めてゆき,一応完成させる

目的で,前へ前へとふり向くことなく書いていった。

一応完成したのがH月 の初めで,それから修正を始

めた。その修正が終わったのが,だいたい11月 の終

りであった。指導教官に提出し,修正していただき

パスしたのが,昨年の,冬休みに入る時であり,そ

の後清書にとりかかったが,10月 以降は毎日卒論だ

けに終始 した。

私の場合は,以上のような経過をたどって卒業論

文を完成させたのであるが,今その反省をするとす

れば,後悔だけが残るのである。その理由は,自 分

としては一応立派なものを仕上げたい気持ちで計画

をたてて行動してゆくのであるが,資料がそろわな

い所が現われてくるし,ま たその資料の信憑性が問

題となつてくる。特に私の題目のような研究では ,

自然科学に対しての依存が非常に大きく,社会科学

的見地では,資料を信 じて使わなければ,お手あげ

なのである。また,原子力は国家的機密の色彩が濃

いため,資料の入手が学生ごとき立場では困難であ

るといった点があった。この二点は作成中, しばし

ば私を悩 ませた事柄である。

自曇の文章力に対 して,疑間が生 じたことが,こ

の時 ぐらい高 くなつたことも他になかった。すなわ

ち,こ れほどの長文になつてくると,ふだん書 くよ

うな レポー トと異 7A‐ って,非常に考えさせ られるも

のであった。

とにかく,書き終わっての後悔は後をたたないの

であるが,一応精一杯やってみたつもりである。特

に注意 したのは,普通の人にわかるように,かみ く

だいて説明 しようとしたことである。わかり易 く,

をモットーにしたわけである。

卒論に対 して後輩の人に言っておきたいと思 うこ

とは数点ある。忠告 として聞いていただきたい。

まず第一に,題目設定を迅速に行なうこと。第二

に,資料の数量を考えてお くこと。第三に,章別の

区分構想を行なつて,章別に書いてゆくこと,だか

ら簡単に書ける章か ら先に書いてゆくことが望まし

い。第四に,下書きに時間をかけず ,後 の見直 しに

時間を取るように早めに骨組みを作っておくこと。

以上 ,ど こかの本に書いてありそうなことであるが

私が自分で作成してゆくにつれて,痛切に感 じたこ

とばかりである。 もう一つつけ加えてお くとすれば

清書に関 してである。この清書 というものは,考え

ているよりも,かなり多くの時間をかけさせるもの

である。事実 ,私 もこのために二週間位を費 して し

まい,正月もろくに過 ごしてい/A‐ い。特に図表を手

書きして入れようとすれば,かなりの労力と時間を

さくものである。 この点はあまり知 られていないこ

とだか ら,つ け加えておいてもよさそうだ。

私の言 っておきたいのは以上のことであるが ,も

う一つ残念に思 うことがあるので,最後につけ加え

ておきたいと思 う。

それは共同研究的な卒論という点である。大変難

しい問題であると思 うが,各 コースの成員が集まっ

ての卒論作成 はかなり意義のあることであり,かな

りすぐれたものができるように思われる。結局 ,私

がやつたような卒論では,一人の力の無力さを感 じ

させるものであるが,上記のような方法はかなり新

しい発展が生み出せるような感 じがする。総合科学

部の存在価値はそこにあると思 うがいかがなもので

あろうか。 このことは将来の総合科学部生に期待す

ることにしたい。

今か ら四年前 ,いや正確に言 う7A‐ らば昭和49年 7

月に入学 して以来 ,はや約四年も経 って しまった。
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総合科学部も一世代が巣立ってゆこうとしている。

総合科学部に期待をして入ってきた私のようなもの

もいれば,それぞれの事情で入ってきたものもいる。

私に関して言う/■
‐
らば,かなり期待通りのものであ

つたと思 う。それは生意気かもしれないが,何かを

学んできたという感 じがあるせいだろうか。

わが学部は,こ れからも成長してゆか/A‐ ければな

らr■
‐
ぃと思うし,そ うでなければならr■

‐
ぃ。これか

これか ら卒論を始める人達に捧げる

卒論対処法三箇条

情報行動科学  洲崎 敏伸

大学に入って 2年 目位までは,4年生の卒業研究

というものは,言わば大学生活 4年間の総決算のよ

うなものであり,最も苛酷な関門であると思ってい

た。 風のうわさに,卒論に徹夜は付きもので,そ

の日のためにもせいぜい身体を鍛えておいた方が…

なんてことを耳にしたりすると,秘かrA‐ 戦慄をも感

じていた。常に付きまとう第一期生の宿命というや

つで,実際に卒業研究をやってみるまではその実体

を知る術も無かった私達だったけれど,今 ,卒論を

提出し終えて,過 ぎた一年を振り返ると,卒業研究

が,取 り立てて言う程の感慨も無 く,何てことの無

いままに終ってしまった事に,ただ意外な驚きを感

じている。

私にとって,卒業研究は苦にはなら7A‐ かった。

かといって,楽だった,と いうほどのものでも/A‐ か

った。むしろそれは私の生活の一部として,いつの

間にか一年が過ぎ,そ して卒論が出来ていた。 言

うならば,と ても気楽に卒論を終えることができた

ということで,こ れは当初の私の想像とはうらはら

に,そ してかえってとても有難いことだった。

私は,夏から秋にかけて東京に国内留学 して,卒

業研究を行った。広島を離れ,見知らぬ研究室で生

活する機会に恵まれた私は,卒業研究に没頭した約

4ケ 月の間,公私共になかrA‐ か面白い生活を楽 しみ
,

また夏休みを返上したおかげで,11月 には卒論が完

成していた。 その後は広島でのんびりとみんなが

卒業研究に振り回されている様子を見物していた。

自分の卒業研究を思い返したり,みんなが一生懸命

に取り組んでいる様子を見ていて一番思うことは
,

卒業研究は楽 しけりゃそれでいい,と いう事である。

らの学部であることは否めない所であろう。そのた

めには,学生や教職員が一体となつて築 くことに/A‐

るが,そ の評価は主に学生によってなされるもので

す。私はそれに貢献 したかどうかは疑間であるが
,

以後続いてくる後輩諸君にははなはだ身勝 ってでは

あるが強 く期待を したい所である。ただ健闘を祈 り

たい。

そして,人はそれぞれに楽しいと思うことが違うよ

うに,それぞれに違つた卒論が出きていい。卒論で

苦労 したって,何の得にもなりゃしない。 何かの

資格が貰えるわけじゃr■
‐
し,就職や進学に有利にな

るわけでもない。 卒論はなるべく気楽に,そ して

なるべく簡単に終るように努力するべきであり,そ

れにはいくつかの心構えが必要である。7A‐ まけにな

まけて卒業研究を切り抜けた一先輩の生活の知恵と

して,以下の三箇条をこれから卒業研究を始めよう

としている皆様に,そ つと教えてあげよう。

1.たかが卒論とたかをくくろう。

こう思い込むことが,卒業研究を無事に終えるた

めに,一番重要r.‐ 点だと思 う。そもそも半年や一年

の間に,そんなにだいそれた研究/A‐ んて出来っこな

いので,一生懸命ムキになつてみても,後からバカ

バカしく思うだけ。 四年間の締めくくりだからな

んて思ったり,先生におだてられていっちょまえの

研究者になつたような気分になつたりで,と かくハ

ッスルしがちだし,それも悪くはないけれど,身体

を壊したらおしまいだ。 結果はどうあれ,かろう

じてまとまればいいのが卒論で,あ くせく仕事をす

るよりか,研究室の人々のやってることでものんび

り見物 している方がよっぽど楽 しいんじゃあないか

な。 おまけに,ほ とんどの人にとっては講義の無

い自由な毎日が続くわけだから,大規模に遊びまく

るにはうってつけの期間だということもお忘れなく。

2.に ぎやかな研究室に入り込もう。

学生を多く持っている先生に付くと,先生の負担

が増えて迷惑をかけるから……なんて考えるのは愚

の骨頂。人数が多い方が酒を飲んでも楽しいし,煙

草をせびる場合にも楽だ。 おまけに,色々な話が

聞けて楽しかろうし,知 人をたくさん作っておくに
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卒 論 の 思 い 出

環境科学 柏田 正博

僕が環境科学コースを代表して,卒論について何  宣さんを中心とする仮説実験授業とその裏にある科

か書 くようになりましたが ,現時点での揃 迫度は僕  学認識方法の存在を知りました。本屋で頁をめくる

が最も]野tている旅 ,ま,`端にのものこ■斗ても優秀な環  と,科学することは楽しいことでぁり,いたずらに

境の同朋ヨま之労ばらしいものもできそう1び♭りません。 従  難 しく,興味を rA‐ くさせてぃるのは従来の理科 (物

つて,こ れから僕が書きます卒論の風景でもって,  理)教育が悪いからだというょうな哲学,原則にぶ

環境科学コースの友人達の卒論風景を判断されない  つかりました。僕の自然科学に対する不適応の原因

ように読者にお願いします。また:僕は卒論そのも  はここにあったのではないかと,中学校理科の教師

のというより,大学四年間の一部として描き出した  をめざしている僕は,理科教育に批判的であると同

いと思います。                  時に重い責任を感 じています。

こしたことはない。 自分の行きたいと思っている

研究室に,どんな人間が何人くらいいるか,と いう

ことをよく考えて指導教官を選ぼう。 一年間たの

しく暮らすのと,涙に暮れるのとでは,だいぶ違う

よ。 卒論のテーマなんてのは二の次で,要するに

何だっていいんじゃないだろうか。

3.卒論は早く書き上げよう。

早 く書き上げて, しかもそれを極秘にしておく必

要がある。何でもいいから早く終っちゃった方が楽

でいい。 しかし,それとなくみんなに知られてし

思えば不思議です。高校時代最も嫌いな学科でも

あつた物理を卒論として選んだのですから。僕をこ

の道に進ませた究極の原因は何かと過去を振返って

みると,高校時代に岩波文庫で読んだ物理学者,寺
田寅彦の随筆集が思いあたります。その中に僕の大

好きな「 どんぐり」というイヽ品がありますが,僕は

この作品に深い感動を覚えました。物質 。自然を研

究する人間の中に,豊かな人間性をみい出したから

でしよう。物理教室に出入りし,多 くの物理学者と

一年間接してきた現在では,自 然科学者は豊かな人

叩咋に欠けるのではないか,というこの偏見は半分
だけおかしく思いますが ,受験勉強で殺伐とした心

境だった当時のことですか ら,い っそうそう感 じた

のだと思います。また当時 ,物理は僕を苦 しめ,か
つ僕の興味か らも遠かったか らで しょう。こういう

僕の物理に対する心理的拒否感は他の人の想像を絶

するほどで ,勉強する時はこの感情と闘うのに血の

出る思いを したのを記憶 しています。後にわかった

ことですが,物理ほど入いりにくく, しきいの高い

学問はあまり/■
‐
いように思います。僕が就職を希望

するようにな り,教職の試験を終えて,少 しはよい

教師になるための勉強を しなくてはと,そ ちらの方

の本を捜 しているうちに,国立教育研究所の板倉聖

まうと,卒業が近いことだ し,色々7A‐ 雑用が舞 い込

んで くるから注意 した方がいい。 やれアルバム作

りだ,やれ謝恩パーテ ィーだ とか ,お まけに飛翔

の原稿依頼までも舞い込んでくる。

卒論は,大学で学問をした,と いうことの記念碑

である。 しかし,記念碑にして しまうことのでき

ない数多くの貴重 /A‐ 体験を 4年間の大学生活で学ぶ

ことができた,と いう事も,忘れ られない実感であ

る。

さて,こ のように物理に不適応だった僕が卒論の

指導をお願いしたのは,桧原忠幹先生 ,藤井博信先
生でした。偶然,今井知之君もいっしょでぁり,一
年間楽 しく,かつ彼から学ぶことも多くありました。
僕の素質と知識からいくと,物理を選択することは

無謀なことでした。 しかし苦しいrA‐ がらも安易な道
は歩きたくはぁりませんでした。また,物理学は自
然科学の根幹をなすものだという直感が僕をとらえ
たように思います。僕と今井君は,桧原先生の研究
室に机を置いて研究させてぃただきました。桧原先
生にしても,藤井先生にしても,屈託がなく,寛容
で,人間味のある先生でぁったことは本当に幸せで

した。僕の性分でもあって,ずいぶんと無遠慮にも
のを言わせてもらいました。 しかし,両先生とも忙
しい毎日の中での指導であったから大変であったと

思います。

ところで,僕の卒論のテーマは「 遷移金属水素化

物の物性 」です。遷移金属の化合物を真空状態の中
に置き,温度と水素気圧を適当な条件にすると,水
素を多量に吸収 してしまいます。金属固体の中に水

素が入っていくのであるから興味深い現象です。
金属水素化物は近年世界的に注目されている分野で
す。 日本ではまだ数ケ所でしかこの仕事はなされ
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てい●いそうで,ま さに世界でも,日 本でもパイオ

ニアであり,未知のことばかりです。 水素化物の

研究は水素エネルギーの利用,特にエネルギー貯蔵

ということの基礎研究にもなつています。

卒論に関して特に勉強したことは,卒論単位はほ

とんどありましたが,物性論の講義とゼミ,それに

三年生諸君と勉強 した量子力学の演習でした。好村

滋洋先生には,熱学 ,統計力学のゼミを一年間ほど

開いていただきました。また,藤井先生 ,理学部物

性学科の博士 ,修士課程,四年生の人達とは金属水

素化物の文献のゼミを行ないました。また,こ の方

々には実験で親切な助言をいただきました。すべて

多くの人に手を引いてもらってついていくという有

様でしたが,物理学に少 し/A‐ じんだように思います。

また,こ の一年間ほど精神的に成長 した大学生活は

なかつたように思います。卒論には直接関係はあり

ませんでしたが,3年生の時,江 田憲彰先生に論理

回路のゼ ミを行なつていただいたことには感謝して

おります。以上は理論的な勉強ですが,多 くの時間

を費やしたのは実験でした。机にすわって本が読め

ないほどに動き回ることの方が多かった様に思いま

す。

十月頃,卒論の具体的な目標と未知を模索するた

め,藤井先生と予備実験をしている段階で,桧原先

生より `実験物理を卒業する学生は何か一つ装置を

作らなくてはいかん "と いう教育的配慮から磁気天

秤を製作する機会を与えていただきました。非力な

僕には,ま だ明確な卒論の核心に入いらないうちに

勢力を装置作りに分散させ /A‐ ければ7A‐ らないことは

苦しいことでした。今後o学生 ,研究者が十分使え

るようにするのですから責任も重いことでした。小

さなことに莫大な時間を必要としましたし,独 りで

工夫を試みて前へ進むたびに,新 しい問題が次 々に

出て困りました。結局ニケ月程費やして,九割完成

しましたが不十分に思っています。この間,物理の

実験的研究はどんなものかを少し学んだように思い

ます。 しかし手離 しで喜ぶわけにはいきません。た

くさん他のことを学べる貴重な時間を自分の非力の

ため費やしすぎました。十月以来 ,家路につくのは

十‐時以後がほとんどでした。時には徹夜すること

もありました。寒々とした夜気につつまれた,暗い

が澄みきった空と明るい月を仰ぎつつ ,歌 いながら

帰ったもので した。

誰 しも,四年生になつて考えなければならないこ

とは,就職 ,あ るいは進学の問題があります。最近

の就職難 ,そ して総合科学部の知名度の低いことか

ら考えて,就職は自力で切 り開く覚悟で したが ,不

安はありました。 しか し,教師を希望するようにな

ってか らは,開 き直 った態度でおりました。四年間

将来を自分 らしく生きるにはどんr■
‐
道がよいか迷 う

ことがありました。自分自身を知るということは ,

誰 もが果たさr■
‐
ければ /■

‐
らない課題だと思いますが

僕が大学で最 も追求 したのは ,ま さに自己の探求だ

ったと思います。いつか らか深い穴の中に落ちたみ

たいで,ど うやってそこから抜け出してよいかを知

りませんでした。「 夜と霧」 (み すず書房)で有名
/A‐ フランクルがNHKの インタビューに答えたのを

記録 した本がありましたが,その中で,現代人の不

安の原因を「 実在的真空」と「 目的意識の欠如 」に

あると指摘 していました。まさにこれは僕自身の問

題を端的に示 していました。しかし,現在の僕はこ

の 2つの問題を個人的に解決する糸口をみつけたよ

うに思います。また,彼は「 人間は他人に価値を教

えることはできません。価値は自ら見い出すべきで

す。人はどんな苦しみ,悲 しみ,失敗の中でも生の

意義を見い出すことができるのです。 」と答えてい

ましたが,こ れは僕が最近やっと気づき始めた哲学

でもありました。

ここ数力月は卒論で一日がくれる毎日でしたが
,

僕の最大の楽 しみは,本屋へ行 くことと読書でした。

僕は読書家ではrA‐ いし,理づめの読書もしません。

読書は心理学,哲学,宗教に関する本が多いようでし

た。僕はこの四年間 ,数多くの僕にとってすばらし

い本に出合ったように思います。それは何かに導か

れるかのように,本質的には一本の芯が通っている

ように思います。今日の僕があるとすれ ゴ,こ れらの

本とその著者のおかげだと思います。今は忙 しくて

手を出せませんが,こ れから,何十年もの人生の中

で,ま だ僕の知 らない数多くの人間とその思想に出

合うのは楽しみの一つです。

最後に,卒論をすすめていくうえで,お世話にな

った数多くの人々には深く感謝 しております。

(1月 3日 ,日 向からの船上にて)
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